
全国英語教育学会 平成 27 年度第 3 回理事会議事録 

 

■日 時： 平成 27年 8月 23日（日）12:05 〜 13:30 

 

■場 所： 熊本学園大学 113A教室 

 

■出席者： 

卯城祐司（会長），伊東治己（会長代行副会長・四国），佐久間康之（副会長・東北，理

事・東北），飯島睦美（副会長・中国，理事・中国），石塚博規（理事・北海道），鈴木

智己（理事・北海道），松沢伸二（理事・関甲信），早瀬光秋（理事・中部），紺渡弘幸

（理事・中部），大和知史（理事・関西），五百蔵高浩（理事・四国），池野修（理事・

四国，紀要編集委員長・四国），大坪喜子（理事・九州），板垣信哉（顧問・東北），三

浦省五（顧問・中国） 

 

＜以下，オブザーバー＞ 

星野由子（事務局長・関甲信），森田光宏（事務局・東北） 

 

■議 題： 

1) 次年度の研究大会について 

関東甲信越英語教育学会会長の松沢先生より，青山学院大学での開催が困難であるので，

第 2 候補であった獨協大学で開催する可能性が非常に高い旨の説明があり，了承された。 

 

2) 二重投稿検証委員会より，外部識者への謝礼について 

紀要編集委員会委員長の池野先生より二重投稿問題について協力いただいている外部識

者への謝礼について，1名あたり図書券 5,000 円程度をお渡しする（2名×5,000＝1万円）旨

の報告があり，了承された。 

 

3)日本英語教育学会との連携について 

卯城会長より，これまでの経緯及び平成 27 年 8 月 22 日に行われた意見交換会で顧問の

先生方から伝えられた歴史的な流れなどが紹介された。これらを踏まえ，理事会としては，

第 2 回理事会での決定事項について再度確認し，以下の点も了承された。 

 

 共催が実現した場合は，2年間という期間限定とする 

 本年度 3 月の日本英語教育学会，次年度 8 月の全国英語教育学会の大会の順で共催を

検討していく。 



また，これに関連して，以下の点も確認された： 

 現在，会員相互大会乗り入れが行われている小学校英語教育学会も次年度 7 月の同学

会研究大会，8月の全国英語教育学会研究大会から，共催という表記をお願いする。 

 

 


